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研究背景 ニホンカモシカについて
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主体的に考え、新しい価値を創出するために
多⾯的な視点から判断・⾏動できる⼈材の育成が急務

⽟⽥(2022)
＝ 持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）



研究背景 本研究の⽴ち位置

綾ユネスコエコパーク

ESDの推進拠点
・ 環境保全
・ 経済活動の持続可能な発展
・ 持続可能な社会の創り⼿の育成

⾃然と⼈間社会の共⽣

綾町のニホンカモシカ

保育・幼児教育

→ESD的な活動
→ESDで重視する能⼒・態度が
育まれる (照屋2021)

幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿

綾町保育所 保育者17名
｢ＥＳＤを知っているか｣
「全く知らない」
「ほとんど知らない」

･･･88.0％

本研究
ニホンカモシカを題材とした
幼児向けESDの実践



研究背景 ESDの実践

＜絵本＞
⾃然との関わりを再認識し、⾃然に対する知的好奇⼼を⾼める(⾼橋、2021)
⼦ども達に親しみやすく、興味や関⼼を持ちやすい (新井、2020)

気になる！
なんで！？

幼児教育で
｢好奇心・探究心｣を育む

ESDで⼤切なこと (⼿島、2018)
学びに⽕をつける＝好奇⼼をもって取り組み、

学びが深まる



研究背景 本研究の⽴ち位置

【ESDの重視する能⼒・態度】
① 批判的に考える⼒
② 未来像を予測して計画を⽴てる⼒
③ 多⾯的・総合的に考える⼒
④ コミュニケーションを⾏う⼒
⑤ 他者と協⼒する態度
⑥ つながりを尊重する態度
⑦ 進んで参加する態度

今回は導⼊部分
→ 好奇⼼・探究⼒の芽⽣え
を⽀える

プログラムを通して⽬指す姿

【幼児の⽬指す姿】
① 批判的に考える⼒
② 未来像を予測して計画を⽴てる⼒
⑥ つながりを尊重する態度



研究⽬的

① 好奇⼼や探究⼼に及ぼす影響を明らかにする
② 興味・関⼼の持続性に⼤切なことについて
考察する

ニホンカモシカを題材とした幼児向けESD絵本を制作・実践



研究⽅法
6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉

綾町訪問
→絵本の素材集め

ESD実践の要素
→先⾏研究から抽出

絵本制作
→ibisPaintX

●ESD実践(2カ所)
録画→幼児の様⼦・発⾔
絵本評価アンケート
→保育者に聞き取り

①ESDの視点を
もった教材 ② ESD絵本制作

③ ESD絵本を使った
活動の実践と評価



結果①②
結果①

ESDの視点をもった教材
(先⾏研究より抽出)

結果②
ESD絵本制作

ESD
重視する
能⼒態度

ESDをする際に意識すること
(後藤、2021)

絵本のコンセプト

連続性をもたせる 幼児の興味・関⼼を引き出し、想像
⼒を掻き⽴てる仕掛けがある ①②

期待感や好奇⼼を刺激する 隠れている動物を探す ①②

⼦ども達の主体的な活動 問いかけなどの最低限の⽂章で構成
する ①②

地域の教育資源を活⽤ 町を探検するストーリーとし、地域
とのつながりを感じる要素がある ⑥



結果② ESD絵本製作

8月 集中講義
｢環境問題演習｣

2月 地域連携公開講座
｢綾の森に学ぶＳＤＧｓ｣

9月1日
綾町農林振興課(花岡氏・森田氏)
綾町猟友会(小西会長)への取材・現地視察

9月27日
・A保育所へ訪問
・ユネスコエコパークセンターへ訪問

10月4日
・B保育所へ訪問
・綾神社、上畑橋、千尋の滝、馬事公苑を探訪
・農林振興課 花岡氏に取材・現地調査

10月21日
大人の山学校ツアー(てるはの森の会)
「猟師と里山歩き」コース参加

2022 2023



結果② ESD絵本製作結果② ESD絵本製作



結果② ESD絵本製作結果② ESD絵本製作



【絵本のストーリー】
｢会うと幸せになれるという

噂のニホンカモシカに会いたい︕｣

主⼈公と聞き⼿が⼀緒に協⼒して、綾町を探検しながら

ニホンカモシカを⾒つけに⾏く物語。

結果② ESD絵本製作

絵本で⾒た物事が住んでいる町にもあることに気づき興味・関⼼の持続へ

なんで︖
気になる︕

・ ニホンカモシカ
・ ニホンカモシカに関わる動物(イノシシ・サル・シカなど)
・ 地域の⼈(農家・猟友会・役場・専⾨家など)
・ 道具(電気柵・罠・防⿅ネットなど)



結果② ESD絵本製作



結果② ESD絵本製作結果② ESD絵本製作
【幼児の⽬指す姿】

➊ 批判的に考える⼒

・考える・疑問に思う
・話し合う
・カモシカへの興味を
⾼める

➋ 未来像を予測して
計画を⽴てる⼒

・⾃⾝の経験を基に
イメージを膨らます

❻ つながりを
尊重する態度

・⾃然や⽣物に
親しみをもつ
・地域や⾃然との
つながりを持ち
⾏動する



結果③ 絵本を使ったESDプログラムの実践と評価（ビデオカメラの分析）
実施⽇ 実施場所 対象児

2023年11⽉6⽇(⽉) 綾町⽴A保育所 5歳児（11名)

2023年11⽉13⽇(⽉) 綾町⽴B保育所 全年齢児（16名)

【2つの保育所で共通していた幼児の姿】 要因・予測

ニホンカモシカを知らない幼児が多い 絵本を通してニホンカモシカ知ることで、好奇⼼
が⾼まったかどうか分かる

動物を探して⾒つけることを楽しんでいる 隠れている仕掛けが興味・関⼼を引いている

罠や防⿅ネットなどの道具に気づかない 動物が隠れているページと⾒開きになっているた
め、⽬線が罠や防⿅ネットにいかない

後半の問い掛けに⾸を傾げるが、発⾔する姿もある 問いかけの質が難しく、幼児の思考⼒が⼗分に育
まれていないため、難しい

最後まで参加する 内容的には難しくはない



絵本の対象年齢について

図 絵本の対象年齢 (左︓A保育所 右︓B保育所)

＜理由＞
｢情報量が多く、理解が難しい｣
｢幼児には難しい」｢⼩学⽣だと思考・発想しやすいと思う｣

結果③ 絵本を使ったESDプログラムの実践と評価（評価アンケート）

⼩学⽣が多い



図 ⼦どもの遊びが発展している様⼦や
興味深い出来事などはあったか
(左︓A保育所 右︓B保育所)

実践後の興味・関⼼の持続性→カモシカへの興味・関⼼が
持続した

結果③ 絵本を使ったESDプログラムの実践と評価（評価アンケート）

カリキュラムとして構築する
→ESDの教育・保育効果を明確にできる

A保育所の事例
絵本de対話の後

エコパークセンターを訪問
↓

幼児がカモシカについて
職員に尋ねる

興味関⼼の持続性が検出

AKIRA ENDO

AKIRA ENDO

AKIRA ENDO

AKIRA ENDO



考察 興味・関⼼の持続性に⼤切なこと
・ アンケート ･･･ ⽂字や情報が多い・絵本が⻑い
・ ビデオカメラ ･･･ 問いかけに発⾔する姿/最後まで参加している姿

内容的に難しいものではなかった
【情報量の増加の原因】

修正版では･･･
・ 簡単な⽂章 ・ 考える⾒つける要素を追加

教えようとすればするほど
内容が伝わらなくなる

理解を深める＝説明⽂を増やす
↓

理解を阻害・難しくなった



考察 修正版絵本



考察 修正版絵本

動物に出会った
ときの対処⽅法

興味・関⼼を引く
⼯夫



まとめと課題
【興味・関⼼の持続性に⼤切なこと】
① 教え込まず、幼児⾃ら気づき考える仕掛け
② カリキュラムとして構成する

【課題】
〇 修正版絵本を使った幼児への読みかたり
・ 綾⼩学校で実施

→主体的に絵本から疑問や気づきを得ていた/興味・関⼼が⾼まる

〇 連続性のある活動を展開し、活動全体の質を⾼める
・ 関わり⽅の検討

カモシカが題材の
幼児向けESD絵本を
制作・実践・評価



ご清聴ありがとうございました。
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